
     

《観音堂の由来》 

いまから凡そ 830 年前、大和の国（現奈良県）に、勢力のあった真言宗豊山派大本山長谷 

寺に、当時全国に 150 の末寺を有し早くから拓けた当地にその一つとして建立されたもの。 

特に安産と子供の健全な成長を願う者が叶えられるとして古くから崇敬されている。 

内陣の観音像は、享保 3 年京都五条の小松佛師の作と伝えられ、左手に蓮花を押した 

水瓶を持ち、右手に鍚杖を立てた立像が特徴とされている。今もなお十七夜として、 

7 月 17 日に、講中会員全員でお参りし、お経を詠歌している。 

また、春・秋彼岸には、当番講員によりお参りし、お経を詠歌している。 

≪長谷観音の御詠歌≫ 

 皆人のはっせのたびの大さわの  

法のちかいの大ざわの花 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振興部の 知っとこ！神美 2026 年 8 月号 

   知っておいてほしい神美を紹介します。 

１．長谷地区の万灯 

３．観音堂 

４．長谷貝塚跡 

2026 年の神美クイズは「知っとこ！神美」にヒントがあります。今後も使用するので保存しておいてね！ 

●長谷万燈の由来 

江戸時代の入会山の権利をめぐる紛争で、殴殺された死者の霊を供養するため万燈の火を点じたことに由来すると

伝えられている。 立石村の「ほうが谷」は、面積約５０町歩で立石村、長谷村、倉見村、上鉢山村、香住村の５ヶ村の

入会山でした。 寛文５年（1665）、立石村のほうが谷で争論が起こり、香住区の田井家文書「諸色覚日記」によれば、

奉行衆から「長谷村は入山してはならぬ」との沙汰あり。 ２２年後の貞享４年（1687）、ふたたび争論が起こる。このと

き出石藩により採決が行われ、地元立石村の主張が認められ、長谷、倉見、上鉢山の言い分は虚構であるとして立ち

入りが禁止された。 一見収まったかにみえた「ほうが谷」の山論も、２回目の紛争から３０年後の、享保２年（1717）に

起こった。このときは江戸沙汰になり、翌享保３年２月に裁状が下され、長谷、倉見、香住の入会うことが認められた。

上鉢山は勝手次第に任せることに。山頂から１２０燈の松明の火を点じられてきた。 

山林の管理が難しくなり、山頂での点火が出来なくなったため、小野川堤防に立てる等して引き継ぎ守られている。 

現在は、集落から約３００m 離れた農道での点火となっている。 

２５ｃｍ位の長さに切った松明を細く割って束ねたものを「チラシ」と言っている。これを１２０燈点火する。これとは別

に、細く割った５０cm～６０cm の松明を１０本程度束ね、稲わらで縛り振り回すものを「振り台」と言っている。 

【裁許状】 

畳２枚の大きさで、「寺社奉行」土井伊予守利忠、安藤右京亮重行、 

松平対馬守近禎、「勘定奉行」大久保下野守忠位、伊勢伊勢守貞敕、 

水野伯耆守信房、水野因幡守忠順、「町奉行」大岡越前守忠相、 

中山出雲守時春、坪内能登守定鑑の名前と加印がされており、 

裏面に「ほうが谷」の４ヶ村入会範囲を示した絵図が示されている。 

 

長谷貝塚があった頃の海を思いながら巡る 

山争いの霊供養 万灯の里 長谷 

たちばなの郷 

神美裏路地探検 長谷 

万灯 

２．弁天神社 

●弁天神社（厳島神社）  

創立年月日は不詳、もと大安寺境内に奉祀されていたものと伝えられている。 

昭和３０年４月１日、上鉢山より分離して長谷の氏神とする。 

弁天神社 

縄文時代後期の遺跡である。 

長谷貝塚から発掘された貝類 

観音堂 

 


